
 

 

 

1. 転送方式 

 

JV会社・自社会社の業務をどう進めていくかにより、推奨する初期設定-JV情報-転送方式が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１）JV 会社でのみ発生する原価がある場合は、会社データを分けて管理することを推奨いたします。 

 

これらのパターン A、パターン B、パターン Cを用いて説明します。 

採用するパターンによって処理が異なるため、該当するパターンの手順をご確認ください。  

パターン 転送方法 会社データ（※１） 支払処理（※２） 

A 接続会社（JV親工事→自

社会社） 

自社会社、JV会社を分けて管

理する 

自社会社、JV会社それぞれで支払

処理をする 

B 同一会社 自社会社のみで管理する 自社会社で JV 工事の分も含めて

支払処理をする 

C 接続会社（自社会社→JV

親工事（100%）） 

自社会社、JV会社を分けて管

理する 

自社会社で JV 工事の分も含めて

支払処理をする 

どっと原価シリーズで、自社会社と JV会

社のデータを分けて管理する（※１） 

【会社データ】 

パターン C 

接続会社（自社会社→JV親工事（100%）） 

パターン A 

接続会社（JV親工事→自社会社） 

パターン B 

同一会社 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

【支払処理】 

自社会社で JV 工事の分も含めて

支払処理をする（※２） 



 

 

 

2. 処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記フローの操作手順をご説明します。 

 

②［発注者登録］で自社用のダミー発注者

を登録します。 

③［業者登録］で JV 出資金用のダミー業

者を登録します。（任意） 

 

＜会社作成＞ ①[新規会社］で JV用会社を作成します。 

 

＜各種マスター＞ 

 自社 

 JV  自社 

原価登録 

支払処理 

JV出資金請求書 

仕訳データ転送 

 JV  自社 

どっと原価シリーズ 

会計ソフト 

JV 工事（全体） 

仕訳データ転送 

JV 工事（自社分） 

自社原価 

70％分を転送 

 JV サブ会社 

支払業者 

【パターン A】接続会社（JV親工事→自社会社） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜工事登録＞ 

⑤［初期設定（JV情報）］で「転送方法」

を「接続会社（JV親工事→自社会社）」と

します。「転送先会社」は自社会社を選択し

ます。「JV出資金業者」は③で作成した業

者を登録します。（任意） 

 

⑦［仕入伝票入力１］［仕入伝票入力２］

［日報入力］から JV 親工事で、JV に

かかる原価の入力を行います。 

※日報入力につきましては、日報管理

OPが必要です。 

＜原価登録＞ 

⑥［接続会社と同期］で各種マスターをJV

会社と同期します。 

工事は JV親工事のみ同期します。 

⑧［JV出資金請求書］から JV出資金請求

書の計算・出力を行います。 

⑨構成率によって算出された自社分の原価

を自社会社の自社工事に「JV 出資金業

者」で転送します。その際、［仕入伝票入

力２］の備考２に元の業者名を転送しま

す。 

④［工事登録］で JV親工事を登録します。

「JV区分」を「3：JV親」とします。JV

情報タブに構成員・構成率を登録します。

スポンサーは②で作成したダミー発注者

を登録します。 

 

＜接続会社と同期＞ 

＜JV 出資金請求書＞ 

 JV 

 JV 

＜初期設定＞ 

 JV 

 自社 

 自社 



 

 

 

 

【パターン B】同一会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記フローの操作手順をご説明します。 

 

 

 

 

＜工事登録＞ 

＜各種マスター＞ ①［発注者登録］で自社用のダミー発注者を

登録します。 

②［業者登録］で JV出資金用のダミー業者

を登録します。 

 

③［工事登録］で JV親工事を登録します。

「JV区分」を「3：JV親」とします。JV情

報タブに構成員・構成率を登録します。 

また、自社の原価管理分の工事を登録しま

す。 

 

 自社 

 自社 

 自社 

JV出資金請求書 

仕訳データ転送 

 JV  自社 

JV 工事（全体） 

原価登録 

支払処理 
JV 工事（自社分） 

仕訳データ転送 

会計ソフト 

どっと原価シリーズ 

自社原価 

70％分を転送 

 

JV サブ会社 

支払業者 

【パターン B】同一会社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜JV 出資金請求書＞ 

＜原価登録＞ 

＜初期設定＞ ④［初期設定（JV情報）］で「転送方法」を

「同一会社」とします。「JV出資金業者」は

③で作成した業者を登録します。 

⑤［仕入伝票入力１］［仕入伝票入力２］［日

報入力］から JV親工事で、JVにかかる原

価の入力を行います。 

※日報入力につきましては、日報管理 OP

が必要です。 

⑥［JV出資金請求書］から JV出資金請求書

の計算・出力を行います。 

⑦構成率によって算出された自社分の原価を

自社工事に「JV出資金業者」で転送します。

その際、［仕入伝票入力２］の備考２に元の

業者名を転送します。 

 

 自社 

 自社 

 自社 



 

 

 

 

【パターン C】接続会社（自社会社→JV親工事（100%）） 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記フローの操作手順をご説明します。 

 

 

 

＜各種マスター＞ 
②［発注者登録］で自社用のダミー発注者

を登録します。 

③［業者登録］で JV 出資金用のダミー業

者を登録します。 

 

①[新規会社］で JV用会社を作成します。 

 自社 

＜会社作成＞ 

JV全体原価 

100％分を転送 

 

 自社 

JV 工事（全体） 

原価登録 

支払処理 

仕訳データ転送 JV出資金請求書 

 JV 

JV 工事（全体） 

仕訳データ転送 

 JV  自社 

会計ソフト 

どっと原価シリーズ 

JV サブ会社 支払業者 

【パターン C】接続会社（自社会社→JV親工事（100%）） 

 

自社原価 70%となるように

30％分をマイナス 

 JV出資金請求書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜JV 出資金請求書＞ 

＜接続会社と同期＞ 

＜工事登録＞ 

＜初期設定＞ 

＜原価登録＞ 

⑤［初期設定（JV情報）］で「転送方法」

を「接続会社（自社会社→JV 親工事

(100%)）」とします。「転送先会社」は JV

会社を選択します。「JV出資金業者」は③

で作成した業者を登録します。 

 

⑥［仕入伝票入力１］［仕入伝票入力２］

［日報入力］から JV 親工事で、JV に

かかる原価の入力を行います。 

※日報入力につきましては、日報管理

OPが必要です。 

⑦［接続会社と同期］で各種マスターを JV

会社と同期します。 

⑧【自社会社】［JV出資金請求書］から JV

出資金請求書の計算を行います。 

⑨JV親工事の原価を JV会社に転送します。 

また、構成率によって算出された自社分の

原価となるよう、自社会社の JV親工事に

「JV 出資金業者」でマイナス明細を転送

します。その際、［仕入伝票入力２］の備

考２に元の業者名を転送します。 

⑩【JV会社】［JV出資金請求書］から JV出

資金請求書の計算・出力を行います。 

 

④［工事登録］で JV親工事を登録します。

「JV区分」を「3：JV親」とします。JV

情報タブに構成員・構成率を登録します。

スポンサーは②で作成したダミー発注者

を登録します。 

 自社 

 自社 

 自社 

 自社 

 自社 

 JV 


